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編集後記

　学校法人谷岡学園（以下「本学園」という。）では、個人情報の重要性を認識し、これを保護するとともに、「個人情報の保護に
関する法律」に沿って、適切に管理し、利用します。
　また、本学園は、保有する個人情報に対して、必要かつ適切な安全管理措置を講じ、個人情報の漏洩、滅失、毀損等を防ぐよ
う努めます。
個人情報取扱業者の名称及び氏名： 学校法人谷岡学園　理事長　谷岡一郎
個人情報の取扱いについての問合せ窓口
学校法人谷岡学園　法人本部　総務課　個人情報取扱係　　電話：06-6781-0384

本学園における個人情報の取扱いについて

■ 各設置校の主な予定

　今年の４月に採用され、総務課に配属後約３ヶ月半の日 が々過ぎました。この間、法人本部総
務課という部署柄もあるのですが、印鑑及び押印に触れる機会が非常に多いなあと感じました。
　その端的な例として、各設置校から提出される稟議書があります。決裁が終わり、確認すると
起案者に始まり、課室の所属長、サブ・マネジャー（場合によっては、園長、校長、学長等）、関係
各部署の了知の印、事務局長、総務課担当者印、総務課長、法人本部長、理事長決裁の場
合は、理事長の印と、多数の印が押してあります。
　さて、印鑑といえばすぐに思いつくのはシャチハタの印鑑です。この間、ＴＶ番組を見ていた時、
当時のシャチハタの社長がスタンプ台のいらない便利な印鑑を作ろうとしたそうです。しかしなが
ら、社員は主力であるスタンプ台が売れなくなると反対したようですが、開発に踏み切ったそうで
す。そう、それが、今の私たちが普段使っている便利な印鑑である「Ｘスタンパー」いわゆるシャチ
ハタ印鑑です。ちなみに名前のシャチハタですが、名古屋の会社らしく名古屋城の金の鯱と旗
から組み合わせた名称とのこと。
　私はと言えば、稟議書の内容の精査を終えて、自分の印鑑を押す際は、少なからず緊張してい
ます。まだまだ勉強中ですので、設置校の皆様にはご迷惑をお掛けしておりますが、自信を持って
印鑑を押せる仕事をしてゆきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。
　余談ですが、シャチハタの既製品には私の苗字の印鑑がないため特注しており、お値段が高
くついてしまうのが困りものです。

※各行事等の詳細については各校のＨＰにてご確認ください。
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8/10（日）
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8/23（土）

8/24（日）～8/25（月）
8/27（水）～8/28（木）
8/29（金）
8/30（土）
9/3（水）
9/6（土）
9/6（土）～9/7（日）
9/7（日）
9/13（土）

9/14（日）
9/15（月）

9/17（水）
9/19（金）～9/20（土）
9/19（金）
9/20（土）

9/20（土）～9/21(日)
9/21（日）

9/21（日）～9/22（月）
9/23（火）
9/24（水）
9/25（木）
9/26（金）～9/27（土）
9/27（土）
9/28（日）
9/29（月）
10/4（土）

10/5（日）

10/5（日）～10/15（水）
10/18（土）～10/19(日)

10/19（日）
10/23（木）～11/20（木）
10/24（金）
10/24（金）～10/26(日)
10/25（土）

10/25（土）～10/26(日)
11/1（土）
11/1（土）～11/3（月）
11/3（月）～11/4（火）
11/8（土）～11/9(日)

11/9（日）
11/13（木）
11/15（土）
11/22（土）

11/23（日）
11/26（水）
11/26（水）～12/5（金）
11/30（日）

・地域子育て支援研究所研究会
　「親子で学ぶオイルマッサージ」［大阪女子短大］
・企業教育研究会［大商大］
・大阪私立学校展［天満橋OMMビル］
・AO入試｡ 期１次審査［中女大］
・AO入試｡ 期審査［中女大短大部］
・AO入試2次面談日［大阪女子短大］
・体験入学［至学館高］
・みんなの広場（地域交流）［中女大附属幼稚園］
・園庭開放［大商大附属幼稚園］
・入園説明会［大商大附属幼稚園］
・夕涼会［大商大附属幼稚園］
・AO入試１次事前面談［大商大］
・スライドカルチャー［大商大］
・AO入試後期面談日［芸工大］
・入園説明会［大商大附属幼稚園］
・スライドカルチャー［大商大］
・AO入試｡ 期2次審査［中女大］
・AO入試｢ 期審査［中女大短大部］
・入園説明会［大商大附属幼稚園］
・AO入試3次面談日［大阪女子短大］
・前期学位記授与式［大商大］
・園庭開放［大商大附属幼稚園］
・大学院入試（秋期）［大商大］
・大学院入試（A日程）［芸工大］
・史跡見学バスツアー［河内の郷土文化サークルセンター］
・緑涼祭［大阪女子短大高校］
・AO入試｢ 期１次審査［中女大］
・スライドカルチャー［大商大］
・文化祭［大商大堺高］
・大学院入試｡ 期［中女大］
・園長と考える子育てサロン［大商大附属幼稚園］
・前期学位記授与式・大学院後期入学式［芸工大］
・文化祭［至学館高］
・前期学位記授与式［大阪女子短大］
・スライドカルチャー［大商大］
・子育て講座［中女大附属幼稚園］
・AO入試｢ 期二次審査［中女大］
・AO入試｣ 期審査［中女大短大部］
・文化祭［大商大高］
・指定校推薦選考他［大阪女子短大］
・スウェーデンコマ割り漫画展［芸工大］
・芸工祭［芸工大］
・大学祭［中女大/中女大短大部］
・指定校推薦入試・専攻科入試［大商大］
・ギャラリー企画展「装幀、装画。造本の宇宙。」［芸工大］
・大商大ビジネス・アイディアコンテストファイナルプレゼンテーション
・御厨祭［大商大］
・3年次編入試験｢ 期［中女大］
・オープンスクール in 至学館［至学館高］
・あきまつり［中女大附属幼稚園］
・公募制推薦選考｡ 期［大阪女子短大］
・大学院総合プロジェクト発表会［芸工大］
・推薦入試｡ 期 他［中女大/短大部］
・推薦入試（前期）［芸工大］
・前期公募推薦入試 他［大商大］
・虹色祭［大阪女子短大］
・バザー［大商大附属幼稚園］
・子育て講座［中女大附属幼稚園］
・20周年記念行事［芸工大］
・AO入試2次事前面談［大商大］
・収穫感謝祭・保護者会バザー［大商大堺高］
・AO入試4次面談日［大阪女子短大］
・園長と考える子育てサロン［大商大附属幼稚園］
・Inversion大学院修士作品展［芸工大］
・学園創立80周年記念式典

大
商
大
附
属
幼
稚
園

「
小
学
校
に
つ
な
が
る
力
を
育
て
る
」取
組
み

●各校のオープンキャンパス等の日程
大商大 8/10、8/31、9/14 芸工大 8/2、8/3、8/24、9/28
大阪女子短大 8/8、8/9、8/23、9/7 大商大高 8/23、10/25
大阪女子短大高 9/13、10/11、11/15 大商大堺高 9/27、10/25
中京女子大 8/2、8/16、9/20
※神戸芸工大は8/10にミニオープンキャンパスを行います。

●大商大　公開講座
地域産業振興論　※いずれも木曜日
10/16、10/23、10/30、11/ 6、11/13、11/20、11/27
大学院　ビジネス研究講座　於　サテライトキャンパス
10/29（水）、11/ 4（火）、11/14（金）、11/18（火）、11/26（水）、12/ 2（火）

クオリティ・オブ・ライフ

（禁煙治療の為の標準手順書第3版より）

問1.　自分が吸うつもりよりも、ずっと多くのタバコを吸ってしまうことがありましたか。
問2.　禁煙や本数を減らそうと試みて、できなかったことがありましたか。
問3.　禁煙したり本数を減らそうとしたときに、タバコがほしくてほしくてたまらなくな

ることがありましたか。
問4.　禁煙したり本数を減らしたときに、次のどれかがありましたか。（イライラ、神経質

、落ち着かない、集中しにくい、ゆううつ、頭痛、眠気、胃のむかつき、脈が遅い、手
のふるえ、食欲または体重増加）

問5.　問4でうかがった症状を消すために、またタバコを吸い始めることがありましたか。
問6.　重い病気にかかったときに、タバコはよくないとわかっているのに吸うことがあり

ましたか。
問7.　タバコのために自分に健康問題が起きているとわかっていても、吸うことがあり

ましたか。
問8.　タバコのために自分に精神的問題が起きているとわかっていても、吸うことがあ

りましたか。
問9.　自分はタバコに依存していると感じることがありましたか。
問10.  タバコが吸えないような仕事やつきあいを避けることが何度かありましたか。

大阪商業大学 産業医

はい
1点

いいえ
0点

今日今日の禁煙治療の禁煙治療今日の禁煙治療

ニコチン依存症のスクリーニング「ＴＤＳ」について

合計

●各高校入試説明会日程
大商大高 11/8、11/22、12/6 大阪女子短大高 11/22、12/7、12/13
大商大堺高 11/15、11/29、12/6 至学館高 11/1、11/16、11/30
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と
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合
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つ
い
て

1
．合
併
の
時
期

　  

平
成
21
年（
2
0
0
9
年
）4
月
1
日

2
．合
併
の
態
様

　  

学
校
法
人
谷
岡
学
園
が
存
続
法
人
と
な
り
、
学

校
法
人
清
陵
学
園
は
解
散
し
ま
す
。

3
．合
併
後
の
主
た
る
事
務
所

　  

本
学
園
の
所
在
地
で
あ
る
東
大
阪
市
御
厨
栄
町

4
丁
目
1
番
10
号
に
置
き
ま
す
。

4
．清
陵
学
園
の
役
員
、
評
議
員

　  

平
成
21
年
3
月
31
日
の
経
過
を
も
っ
て
全
員
退

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

5
．合
併
後
の
大
阪
商
業
大
学
堺
高
等
学
校

　  

校
名
は
そ
の
ま
ま
に
本
学
園
が
運
営
し
ま
す
。

な
お
、
同
校
の
校
地
は
、
合
併
後
、
堺
校
地
と

称
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

6
．人
事

　  

学
校
法
人
清
陵
学
園
の
教
職
員
は
、
全
員
本
学

園
の
教
職
員
と
な
り
ま
す
。

7
．今
後
の
手
続
き

　  

合
併
に
係
る
申
請
を
大
阪
府
、
文
部
科
学
省
に

行
い
、
そ
の
認
可
を
得
た
う
え
で
、
本
学
園
の

所
在
地
に
お
い
て
登
記
が
完
了
し
た
日
を
も
っ

て
合
併
が
成
立
し
ま
す
。

【
合
併
に
伴
う
意
義
】

　
1
.
 同
じ
建
学
の
理
念
の
も
と
、設
置
校
間
に
お

け
る
連
携
を
よ
り
緊
密
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
2
.
 ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
募
集
広
報
、

学
校
運
営
の
推
進
が
可
能
と
な
る
。

　
3
.
 生
徒
募
集
や
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
競
合

の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
に
着
手
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
4
.
 両
法
人
で
重
複
す
る
経
費
の
削
減
。

　
来
年（
平
成
21
年
）4
月
1
日
を
も
って
本
学
園
と
学
校
法
人
清
陵
学
園
が
合
併
す
る
こ
と
で
合
意
に
至
り
、合
併
契
約

を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。去
る
4
月
1
日（
火
）に
本
学
園
理
事
長
室
で
執
り
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
、清
陵
学
園
相
馬
康
男

理
事
長
と
本
学
園
谷
岡一郎
理
事
長
が
出
席
し
、合
併
契
約
書
への
調
印
及
び
契
約
書
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
既
に
通
知
文
及
び
学
園
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、合
併
に
伴
う
意
義
及
び
合
併
契
約
書
の
概
要
に

つい
て
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
43
年
 
２
月
 
学
校
法
人
清
陵
学
園
設
立
認
可

昭
和
43
年
 
４
月
 
堺
経
理
高
等
学
校
開
設

昭
和
45
年
 
６
月
 
大
阪
商
業
大
学
の
系
列
校
と
な
る

昭
和
48
年
 
４
月
 
堺
経
理
高
等
学
校
を
大
阪
商
業
大
学
附

属
堺
高
等
学
校
と
改
称

平
成
4
年
 
４
月
 
大
阪
商
業
大
学
附
属
堺
高
等
学
校
を
大

阪
商
業
大
学
堺
高
等
学
校
と
改
称

2

学
校
法
人
清
陵
学
園
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小学校につながる力を育てる
　大阪商業大学附属幼稚園では建学の理念「世に役立つ人
物の養成」を実現するために
! 思いやりと礼節
" 基礎的実学
# 柔軟な思考力
$ 楽しい生き方
の、" 基礎的実学を「小学校につながる力を育てる」とし、
次の内容が実践されています。

34

大商大附属幼稚園 「小学校につながる力を育てる」取組み

「小学校につながる力を
育てる」取組み
「小学校につながる力を
育てる」取組み

小１プロブレムについて
　この数年、至るところで発生している小学校入学時に授
業が成立しにくい事態を小１プロブレムと言い、教育界が
その対応を模索しています。小１プロブレムは家庭や地域
の教育力低下が第一の要因と言われますが、同幼稚園で
はこの問題に対して、「小学校につながる力を育てる」を建
学の理念の一つに位置づけて10年前から取り組んできま
した。そこで、この今までの取組みを土台にして、小１プロ
ブレム解消の先頭に立つ幼稚園としての取組みを始めま
した。

　その取組みについて小田園長は次のように述べています。
「幼稚園と小学校とはいろいろな場面で異なります。登園と登
校にも違いがあります。登園は原則として保護者に伴われます
が、登校は原則として子どもだけで行います。また、登園時刻に
は時間帯に幅がありますが、登校時刻は登園に比べて厳格感
があります。このような幼小間の違いを段差と呼びますが、完
全に段差をなくすことは不可能ですし、段差を少なくすること
が必ずしも子どものためになりません。大切なことは段差を越

える力をつけることです。大商大附属幼稚園は、段差を超える
力を培うことに力を入れています。
　遊んでばかりでは授業に対応できないと主張し授業もどきを幼
稚園に導入する試みもあります。しかし、本園は遊びと授業は段
差ではなく、遊びこそ小学校の授業を成立させる原動力と考えま
す。遊びが授業を成立させるという一見逆説的な考えは、小学校
の授業過程と遊びの中の幼児の心情を比べればわかります。小
学校の授業は、学習内容に関連する各自の経験や考えを発表す
ることから始まります。次に級友の発表や先生の説明と自分の経
験や考えを対比して今までの自分の考えを変更したり深化させた
りします。最後に、先生から示されるまとめを納得の心情で受け入
れるように導いていきます。遊びでの幼児の心情は、様々なヒト・モ
ノ・ジョウキョウに関わり、自分なりの意味付けや理屈付けをしてい
きます。そして友達や先生の意見で自分の意味付けや理屈付け
を自ら変更したり深化させたりします。このように授業の中での頭
の働かせ方は遊びの中での頭の働かせ方と共通しています。大
商大附属幼稚園は遊びを通して小学校の授業での頭の働かせ
方を育てているのです」

大商大高校との連携について
　　楽人27号でも紹介しましたが、昨年度からスタートした同幼稚園
と大商大高校デザイン美術コースとの協力授業は、2年目となる今年
度も引き続き行われました。27号では大商大高校の取組みとして紹
介しましたので、高校中心の記事となっていましたが、今回は幼稚園
の先生の視点でこの取組みを紹介していただきました。

4月23日
　大商大附属幼稚園の5歳児は、大商大高校デザイン美術コース2年生29人
の訪問を受けました。生徒は木工パズルのデザイナー、園児達は木工パズ
ルのデザインを依頼するクライアントという設定です。大きなお兄さんお姉
さんと近くで接することができる喜びと、何のために何が始まるのかよくわか
らない緊張感が交差する初日の交流は、園児達にとっていい体験となりまし
た。適度の緊張感は園児の成長に必要なのです。また、園児達の考えている
ことをできるだけ理解しようとする生徒達の真摯な態度に幼稚園教員も心
を打たれたひと時でした。

5月12日
　生徒達は園児の声をもとに描いた木工パズルの下絵を持参してくれました。
園児達は口で表現したことが絵になっていることに驚きの声を上げました。
高校生のお兄さんお姉さんのように思ったことを上手に描ける人になりたい

と強く思ったようです。年長の人を憧れる心情を園児達に与えてくれた29人
の生徒諸子に感謝します。

5月19日
　園児達は大商大高校を訪問し、木工パズル制作風景を見学しました。園
児達は初めて見るものばかりでただ驚きばかりでした。

6月4日
　生徒達は完成した木工パズルを持参してくれました。園児
達は自分達が話したことが作品となったことに感激して
いました。大商大高生に対する憧れの気持ちを更に強
めたことでしょう。園児が解きやすいように配慮して
易しいパズルをいくつか制作してくれましたが、それ
は意外に人気がないことに生徒達を落胆させたか
もしれません。
　大商大附属幼稚園の子ども達は自分の能力より少し
高いものに挑戦することに意欲を燃やすのです。
　最後に園児にこのようなすばらしい機会を提供いただい
た29人の生徒達、そしてご指導いただいた久語民雄先生
に感謝します。

ネイティブによる英語教育
　大商大高校で英会話授業を担当しているネイティブの先生２名が園児の英
語指導にあたります。英会話の授業ではなく、園児の遊びに英語で関わり、
英語で歌い、英語で手遊びをし、英語で絵本の読み聞かせなどが行われてい
ます。ネイティブによる英語教育では、次の力が園児達に育つことが期待され
ています。
・顔色、目の色、言語等々が異なる人を抵抗無く受け入れる心情を育てる
・言葉が解らなくても顔つき、目つき、ゼスチャー等から意思疎通する態度を
育てる
・将来本格的に英語学習を始める時に効果を発揮するような正しい英語音
を脳裏に残す

・学び合う力を育てる
・文字、数量、形、
 ……に対する感覚を豊かにする
・経験を豊富にする
・見る、聞く、話す力を育てる
　このような、小学校につながる力が育つような状況が至る
所にちりばめられた同幼稚園の環境の中で園児達が活動し
ているからこそ、小学校につながる力を自然に身につけてい
きます。

　今回の特集記事は、大阪商業大学附属幼稚園の取組みについて紹介した
いと思います。
　少子高齢化が進む現在の社会において、家庭や地域社会の教育力の低下、
子どものコミュニケーション能力の低下などの問題に加え、保護者のニーズ
の多様化により、幼稚園での就学前教育が非常に重要なものと位置づけられ
ています。
　大商大附属幼稚園においても、小学校につながる力を育てることを主眼に
おいた取組みが行われており、この取組みを中心に紹介するとともに、小田
富也園長には今後の主な活動及び抱負について語っていただきました。

大商大附属
幼 稚 園
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定
し
、

去
る
7
月
8
日（
火
）「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
激

励
！
壮
行
会
」が
同
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
蒼
天
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。壮
行
会

に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
チ
ー
ム
植
田
辰
哉
監

督
、サ
ッ
カ
ー
女
子
チ
ー
ム
望
月
聡
コ
ー
チ
、ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
69
　
級
新
谷
義
人
選
手

の
3
氏
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
女
子
チ
ー
ム
の
柳
本
晶
一
監
督
と
番
平
守

コ
ー
チ
は
代
表
チ
ー
ム
が
ワ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ

大
会
出
場
の
た
め
欠
席
）

　
壮
行
会
の
挨
拶
と
し
て
谷
岡一郎
学
長
が「
現

役
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

監
督・コ
ー
チ
と
し
て
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
、体
調
を
整
え
、ベ

ス
ト
を
尽
く
し
、商
大
魂
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
3

氏
に
対
し
て
は
谷
岡
学
長
と
高
岸
暎
治
大
商

大
校
友
会
会
長
か
ら
激
励
金
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
　
ク
ラ
ブ
代
表
及
び
学
友
会
代
表
に
よ
る
花

束
贈
呈
の
後
、植
田
、望
月
、新
谷
氏
の
3
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
チ
ー
ム
植
田
辰
哉
監
督
は「
今
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
た
の
は
、商
大
で
の
指
導
を

受
け
た
賜
物
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、後
輩

の
方
々
の
夢
と
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
臨
む
意
気
込
み
と
応
援
に
駆
け
つ
け
た
学
生
、生
徒
、

教
職
員
に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、大
商
大
高
校
大
塚

信一校
長
に
よ
る
乾
杯
が
行
わ
れ
、華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

駆
け
つ
け
た
関
係
者
と
の
歓
談
や
激
励
の
言
葉
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

新
谷
　
義
人

（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
　
　
級
出
場

　大
商
大
経
済
学
科
平
成
16
年
度
卒
業
）

植
田
　
辰
哉

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
チ
ー
ム
監
督

大
商
大
商
学
科
昭
和
61
年
度
卒
業
）

柳
本
　
晶一

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
チ
ー
ム
監
督

大
商
大
高
校
昭
和
44
年
度
卒
業
）

番
平
　
守

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
チ
ー
ム
コ
ー
チ

大
商
大
高
校
昭
和
61
年
度
卒
業
）

望
月
　
聡

（
サ
ッ
カ
ー
女
子
チ
ー
ム
コ
ー
チ

大
商
大
経
済
学
科
昭
和
61
年
度
卒
業
）

学園創立80周年記念ロゴマークが
決定しました

学
園
創
立
80
周
年
事
業
の一
環
と
し

て
、5
月
か
ら
学
園
設
置
校
の
学

生・生
徒・教
職
員
の
方
々
を
対
象

に
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
80
周
年
記
念
ロ
ゴマ

ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た
。募
集
に
際
し
て
は
、

募
集
用
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を
大
阪
商
業
大
学

高
等
学
校
デ
ザ
イ
ン
美
術
コ
ー
ス
に
依
頼
し
、

同
校
3
年
生
松
葉
香
さ
ん
の
作
品
を
採
用

し
、各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
掲
示
い
た
し
ま
し
た
。

　
5
月
1
日
か
ら
約
1
ヶ
月
間
の
募
集
で
、

学
生・生
徒・教
職
員
の
方
々
か
ら
96
点
の
応

募
が
あ
り
、1
次
審
査
、2
次
審
査
を
経
て

採
用
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。採
用
作
品
に

は
神
戸
芸
術
工
科
大
学
3
年
生
の
梶
原
貴
子

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、今
後
80
周
年
記
念

事
業
に
伴
う
様
々
な
場
面
で
の
使
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、採
用
作
品
以
外
に
は
次
点
と
し
て

神
戸
芸
術
工
科
大
学
2
年
生
木
下
香
織
さ

ん
の
作
品
、佳
作
と
し
て
大
阪
商
業
大
学
高

等
学
校
3
年
生
国
沢
有
里
さ
ん
、同
校
1
年

生
神
農
垂
花
さ
ん
、同
校
3
年
生
田
中
佐
桃

美
さ
ん
の
作
品
、理
事
長
特
別
賞
と
し
て
大

阪
商
業
大
学
高
等
学
校
2
年
生
勝
川
夏
樹

さ
ん
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

学園ホームページにおける
「学園教職員の方へ」の
ページの充実について

学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、平
成
18
年

7
月
よ
り
開
設
し
、教
職
員
の
方

々
に
対
し
て
は
、教
職
員
専
用
ペ
ー

ジ
を
設
け
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、本
年
3
月
に
は
、そ
の
内
容
を
充

実
さ
せ
る
べ
く
リ
ニュー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、人
事
課
の
ペー
ジ
に
つい
て
は
、以

下
に
力
点
を
置
い
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

!
福
利
厚
生
関
係・・・本
学
園
で
取
扱
っ
て
い

る
福
利
厚
生
制
度
や
提
携
宿
泊
施
設
、割

引
特
典
の
あ
る
生
活
情
報（
住
宅
、シ
ョッ
ピ

ン
グ
等
）な
ど
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

"
健
康
管
理・・・月
１
回
、本
学
園
提
携
医
院

か
ら
の
通
信
と
し
て
、健
康
管
理
に
お
け

る
知
識
や
そ
の
実
践
法
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

#
採
用・退
職
時
の
事
務
手
続
き・・・複
雑
な

手
続
き
を
解
り
や
す
く
一
覧
に
ま
と
め
て

解
説
し
て
い
ま
す
。

　（
印
刷
す
れ
ば
冊
子
と
し
て
利
用
可
能
）

$
給
与
関
係・・・今
後
、年
末
調
整
時
に
提
出

書
類
の
記
入
法
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
4
月
か
ら
は
谷
岡
理
事
長
の
コ
ラ
ム

「
理
事
長
所
感
」（
年
3
回 

4
月・10
月・1
月
）

を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
教
職
員
の
皆
様
の
ご
要
望

に
お
応
え
す
る
べ
く
、新
し
い
情
報
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、是
非
、ご
覧
下
さ
い
。

作品のコンセプト、制作意図
『80周年の「8」は無限大の「∞」に似ている。「無限大＝空」というイ
メージから80の文字を空に例えています。また谷岡学園には6つの教
育機関があり、その教育機関を6つのカラフルな円で虹を表現して
います。つまり「谷岡学園の空には虹がある」というコンセプトで制作
しました。シンプルだけど明るくて元気のある感じに表現しました』

人事課のページ

「学園教職員の方へ」トップページ

大商大附属幼稚園　「小学校につながる力を育てる」取組み

新
た
な
子
育
て
支
援
活
動
開
始
と

地
域
へ
の
開
放

　
在
園
児
が
小
さ
い
弟
妹
と一緒
に
登
園
す

る
姿
は
幼
稚
園
で
よ
く
見
ら
れ
る
微
笑
ま

し
い
風
景
で
す
。幼
稚
園
の
中
に
入
っ
て
遊

び
た
い
と
い
う
顔
で
、無
理
や
り
母
親
に
手

を
引
か
れ
て
幼
稚
園
を
離
れ
る
姿
を
見
る

た
び
に
小
さ
い
弟
妹
に
も
幼
稚
園
を
開
放

し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
入
園
前
の
2
歳
児
に
も
自
分
の

家
以
外
の
場
所
で
遊
ぶ
体
験
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
近
隣
に
は
幼
児
に
適
し
た
遊
び

場
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。仕
方

な
く
幼
児
を
家
の
中
に
閉
じ
込
め
て
お
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
幼
児
の
成
長
に

可
哀
想
な
状
況
で
す
。

　
大
商
大
附
属
幼
稚
園
で
は
、こ
の
4
月
よ

り
月
2
回
の
土
曜
日
を
未
入
園
児
親
子
に

園
庭
開
放
し
て
い
ま
す
。毎
回
20
組
〜
50

組
の
親
子
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
日
は
在
園
児
が
園
庭
を
使
う
た
め
開

放
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、預
か
り
保
育
担

当
教
員
2
名
が
、お
預
か
り
し
て
い
る
未
入

園
児
を
園
庭
に
引
率
し
て
保
育
す
る
未
入

園
児
保
育
も
始
め
ま
し
た
。こ
れ
も
延
べ
50

名
を
超
え
る
申
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
本
園
で
は
、毎
年
9
月
に
は
夕
涼

み
会
を
開
催
し
、園
児
と
そ
の
家
族
だ
け
で

な
く
、地
域
住
民
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ

き
、園
児
達
と
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、

園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。毎
年
多
く
の

地
域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、地
域
の
恒
例
行

事
に
も
な
って
い
ま
す
。

保
護
者
と
共
に

　
幼
稚
園
で
の
保
育
時
間
は
1
日
標
準
4

時
間
で
す
。残
り
の
20
時
間
は
保
護
者
が

保
育
し
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、大
半
の
保

育
を
担
当
す
る
保
護
者
と
力
を
合
わ
せ
て

こ
そ
幼
稚
園
の
保
育
も
可
能
に
な

る
の
で
す
。

　
大
商
大
附
属
幼
稚
園
は
、

本
園
の
考
え
を
保
護
者

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

と
同
時
に
保
護
者
の
考
え
を
理

解
す
る
努
力
を
平
行
し
て
行
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
〞保
育
参
観
〝〞懇
談
会
〝〞保
護
者

の
保
育
参
加
〝〞園
長
と
考
え
る
子
育
て
サ

ロ
ン
〝等
を
行
って
い
る
の
で
す
。

 

ま
た
、保
護
者
同
士
が
親
し
く
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、夕

涼
み
会・運
動
会
等
々
へ
の
保
護
者
の
積
極

的
参
加
や
い
ろ
い
ろ
な
保
護
者
会
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
す
。特
に
、毎
年
実
施
す
る
保

護
者
会
メ
イ
ン
行
事
の
バ
ザ
ー
は
〞し
ょ
う

よ
う
さ
い（
商
幼
祭
）〝と
名
称
を
変
え
、来

る
11
月
8
日（
土
）に
行
う
予
定
で
す
。よ

り
楽
し
い
集
い
の
場
に
し
よ
う
と
い
う
今
年

度
か
ら
の
新
企
画
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
商
大
附
属
幼
稚
園

　
今
、本
園
は
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
行
って

い
ま
す
。新
し
い
取
組
み
を
付
加
す
る
こ
と

に
気
を
と
ら
れ
、こ
れ
ら
の
取
組
み
の
成
果

が
虻
蜂
取
ら
ず
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
の
育
ち
に
ど
れ
だ
け
寄
与
し
て

い
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
点
検
を
常
に
行

い
、改
良
を
加
え
な
が
ら
の
実
践
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
園
舎
、園
庭
の
す
べ
て
の
場
所
が
園
児
の

育
ち
の
た
め
の
場
所
と
し
て
有
効
に
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
細
か
く

点
検
し
、幼
稚
園
の
す
べ
て
の
場
所
が
園
児

達
の
育
ち
の
楽
園
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

大
阪
商
業
大
学
附
属
幼
稚
園

　  

園
長
　
小
田
富
也

最
後
に
今
後
の
大
商
大
附
属
幼
稚
園
の
主
な
取
組
み
と
抱
負
を

小
田
園
長
に
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、紹
介
い
た
し
ま
す
。

69
kg

kg

上 ： 学長室での表敬訪問の様子
下 ： 左から植田監督、望月コーチ、新谷選手
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学園創立80周年
記念事業等について

楽
人
32
号
に
お
い
て
、来
る
平
成
21

年
2
月
15
日
に
迎
え
る
学
園
創
立

80
周
年
を
記
念
し
て
11
月
30
日

（
日
）に
執
り
行
わ
れ
る
記
念
式
典
に
つ
い
て
、

日
時
と
会
場
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

主
な
事
業
と
し
て
は
、
前
述
の
記
念
式
典
の

開
催
、
80
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
定
及

び
新
聞
広
告
等
へ
の
広
報
展
開
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

 
ま
た
学
園
と
同
様
80
周
年
を
迎
え
た
大
阪

商
業
大
学
高
等
学
校
及
び
今
年
を
開
学
20

周
年
と
位
置
付
け
る
神
戸
芸
術
工
科
大
学

で
も
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
念
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
大
阪
商
業
大
学
高
等
学
校
】

● 

学
園
と
連
携
し
た
記
念
式
典
の
実
施

● 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
用
創
立
80
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ルマ

ー
ク
の
制
定

● 

在
校
生
へ
の
記
念
品
と
し
て
同
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ュー

ピ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
作
成

【
神
戸
芸
術
工
科
大
学
】

● 

記
念
式
典
の
開
催（
平
成
20
年
11
月
15
日
開
催
）

● 

記
念
ロ
ゴマ
ー
ク
の
制
定

● 

記
念
誌
の
発
行

● 

学
内
サ
イ
ン
計
画
の
推
進

北京オリンピック激励！壮行会

来
る
8
月
8
日（
金
）か
ら
北
京
で
開

催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
大
阪
商

業
大
学
及
び
大
阪
商
業
大
学
高
等

学
校
出
身
の
5
名
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
選

手・監
督・コ
ー
チ
と
し
て
の
出
場
が
決
定
し
、

去
る
7
月
8
日（
火
）「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
激

励
！
壮
行
会
」が
同
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
蒼
天
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。壮
行
会

に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
チ
ー
ム
植
田
辰
哉
監

督
、サ
ッ
カ
ー
女
子
チ
ー
ム
望
月
聡
コ
ー
チ
、ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
69
　
級
新
谷
義
人
選
手

の
3
氏
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
女
子
チ
ー
ム
の
柳
本
晶
一
監
督
と
番
平
守

コ
ー
チ
は
代
表
チ
ー
ム
が
ワ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ

大
会
出
場
の
た
め
欠
席
）

　
壮
行
会
の
挨
拶
と
し
て
谷
岡一郎
学
長
が「
現

役
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

監
督・コ
ー
チ
と
し
て
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
、体
調
を
整
え
、ベ

ス
ト
を
尽
く
し
、商
大
魂
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
3

氏
に
対
し
て
は
谷
岡
学
長
と
高
岸
暎
治
大
商

大
校
友
会
会
長
か
ら
激
励
金
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
　
ク
ラ
ブ
代
表
及
び
学
友
会
代
表
に
よ
る
花

束
贈
呈
の
後
、植
田
、望
月
、新
谷
氏
の
3
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
チ
ー
ム
植
田
辰
哉
監
督
は「
今
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
た
の
は
、商
大
で
の
指
導
を

受
け
た
賜
物
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、後
輩

の
方
々
の
夢
と
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
臨
む
意
気
込
み
と
応
援
に
駆
け
つ
け
た
学
生
、生
徒
、

教
職
員
に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、大
商
大
高
校
大
塚

信一校
長
に
よ
る
乾
杯
が
行
わ
れ
、華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

駆
け
つ
け
た
関
係
者
と
の
歓
談
や
激
励
の
言
葉
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

新
谷
　
義
人

（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
　
　
級
出
場

　大
商
大
経
済
学
科
平
成
16
年
度
卒
業
）

植
田
　
辰
哉

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
チ
ー
ム
監
督

大
商
大
商
学
科
昭
和
61
年
度
卒
業
）

柳
本
　
晶一

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
チ
ー
ム
監
督

大
商
大
高
校
昭
和
44
年
度
卒
業
）

番
平
　
守

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
チ
ー
ム
コ
ー
チ

大
商
大
高
校
昭
和
61
年
度
卒
業
）

望
月
　
聡

（
サ
ッ
カ
ー
女
子
チ
ー
ム
コ
ー
チ

大
商
大
経
済
学
科
昭
和
61
年
度
卒
業
）

学園創立80周年記念ロゴマークが
決定しました

学
園
創
立
80
周
年
事
業
の一
環
と
し

て
、5
月
か
ら
学
園
設
置
校
の
学

生・生
徒・教
職
員
の
方
々
を
対
象

に
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
80
周
年
記
念
ロ
ゴマ

ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た
。募
集
に
際
し
て
は
、

募
集
用
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を
大
阪
商
業
大
学

高
等
学
校
デ
ザ
イ
ン
美
術
コ
ー
ス
に
依
頼
し
、

同
校
3
年
生
松
葉
香
さ
ん
の
作
品
を
採
用

し
、各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
掲
示
い
た
し
ま
し
た
。

　
5
月
1
日
か
ら
約
1
ヶ
月
間
の
募
集
で
、

学
生・生
徒・教
職
員
の
方
々
か
ら
96
点
の
応

募
が
あ
り
、1
次
審
査
、2
次
審
査
を
経
て

採
用
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。採
用
作
品
に

は
神
戸
芸
術
工
科
大
学
3
年
生
の
梶
原
貴
子

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、今
後
80
周
年
記
念

事
業
に
伴
う
様
々
な
場
面
で
の
使
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、採
用
作
品
以
外
に
は
次
点
と
し
て

神
戸
芸
術
工
科
大
学
2
年
生
木
下
香
織
さ

ん
の
作
品
、佳
作
と
し
て
大
阪
商
業
大
学
高

等
学
校
3
年
生
国
沢
有
里
さ
ん
、同
校
1
年

生
神
農
垂
花
さ
ん
、同
校
3
年
生
田
中
佐
桃

美
さ
ん
の
作
品
、理
事
長
特
別
賞
と
し
て
大

阪
商
業
大
学
高
等
学
校
2
年
生
勝
川
夏
樹

さ
ん
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

学園ホームページにおける
「学園教職員の方へ」の
ページの充実について

学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、平
成
18
年

7
月
よ
り
開
設
し
、教
職
員
の
方

々
に
対
し
て
は
、教
職
員
専
用
ペ
ー

ジ
を
設
け
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、本
年
3
月
に
は
、そ
の
内
容
を
充

実
さ
せ
る
べ
く
リ
ニュー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、人
事
課
の
ペー
ジ
に
つい
て
は
、以

下
に
力
点
を
置
い
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

!
福
利
厚
生
関
係・・・本
学
園
で
取
扱
っ
て
い

る
福
利
厚
生
制
度
や
提
携
宿
泊
施
設
、割

引
特
典
の
あ
る
生
活
情
報（
住
宅
、シ
ョッ
ピ

ン
グ
等
）な
ど
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

"
健
康
管
理・・・月
１
回
、本
学
園
提
携
医
院

か
ら
の
通
信
と
し
て
、健
康
管
理
に
お
け

る
知
識
や
そ
の
実
践
法
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

#
採
用・退
職
時
の
事
務
手
続
き・・・複
雑
な

手
続
き
を
解
り
や
す
く
一
覧
に
ま
と
め
て

解
説
し
て
い
ま
す
。

　（
印
刷
す
れ
ば
冊
子
と
し
て
利
用
可
能
）

$
給
与
関
係・・・今
後
、年
末
調
整
時
に
提
出

書
類
の
記
入
法
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
4
月
か
ら
は
谷
岡
理
事
長
の
コ
ラ
ム

「
理
事
長
所
感
」（
年
3
回 

4
月・10
月・1
月
）

を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
教
職
員
の
皆
様
の
ご
要
望

に
お
応
え
す
る
べ
く
、新
し
い
情
報
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、是
非
、ご
覧
下
さ
い
。

作品のコンセプト、制作意図
『80周年の「8」は無限大の「∞」に似ている。「無限大＝空」というイ
メージから80の文字を空に例えています。また谷岡学園には6つの教
育機関があり、その教育機関を6つのカラフルな円で虹を表現して
います。つまり「谷岡学園の空には虹がある」というコンセプトで制作
しました。シンプルだけど明るくて元気のある感じに表現しました』

人事課のページ

「学園教職員の方へ」トップページ

大商大附属幼稚園　「小学校につながる力を育てる」取組み

新
た
な
子
育
て
支
援
活
動
開
始
と

地
域
へ
の
開
放

　
在
園
児
が
小
さ
い
弟
妹
と一緒
に
登
園
す

る
姿
は
幼
稚
園
で
よ
く
見
ら
れ
る
微
笑
ま

し
い
風
景
で
す
。幼
稚
園
の
中
に
入
っ
て
遊

び
た
い
と
い
う
顔
で
、無
理
や
り
母
親
に
手

を
引
か
れ
て
幼
稚
園
を
離
れ
る
姿
を
見
る

た
び
に
小
さ
い
弟
妹
に
も
幼
稚
園
を
開
放

し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
入
園
前
の
2
歳
児
に
も
自
分
の

家
以
外
の
場
所
で
遊
ぶ
体
験
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
近
隣
に
は
幼
児
に
適
し
た
遊
び

場
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。仕
方

な
く
幼
児
を
家
の
中
に
閉
じ
込
め
て
お
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
幼
児
の
成
長
に

可
哀
想
な
状
況
で
す
。

　
大
商
大
附
属
幼
稚
園
で
は
、こ
の
4
月
よ

り
月
2
回
の
土
曜
日
を
未
入
園
児
親
子
に

園
庭
開
放
し
て
い
ま
す
。毎
回
20
組
〜
50

組
の
親
子
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
日
は
在
園
児
が
園
庭
を
使
う
た
め
開

放
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、預
か
り
保
育
担

当
教
員
2
名
が
、お
預
か
り
し
て
い
る
未
入

園
児
を
園
庭
に
引
率
し
て
保
育
す
る
未
入

園
児
保
育
も
始
め
ま
し
た
。こ
れ
も
延
べ
50

名
を
超
え
る
申
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
本
園
で
は
、毎
年
9
月
に
は
夕
涼

み
会
を
開
催
し
、園
児
と
そ
の
家
族
だ
け
で

な
く
、地
域
住
民
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ

き
、園
児
達
と
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、

園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。毎
年
多
く
の

地
域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、地
域
の
恒
例
行

事
に
も
な
って
い
ま
す
。

保
護
者
と
共
に

　
幼
稚
園
で
の
保
育
時
間
は
1
日
標
準
4

時
間
で
す
。残
り
の
20
時
間
は
保
護
者
が

保
育
し
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、大
半
の
保

育
を
担
当
す
る
保
護
者
と
力
を
合
わ
せ
て

こ
そ
幼
稚
園
の
保
育
も
可
能
に
な

る
の
で
す
。

　
大
商
大
附
属
幼
稚
園
は
、

本
園
の
考
え
を
保
護
者

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

と
同
時
に
保
護
者
の
考
え
を
理

解
す
る
努
力
を
平
行
し
て
行
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
〞保
育
参
観
〝〞懇
談
会
〝〞保
護
者

の
保
育
参
加
〝〞園
長
と
考
え
る
子
育
て
サ

ロ
ン
〝等
を
行
って
い
る
の
で
す
。

 

ま
た
、保
護
者
同
士
が
親
し
く
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、夕

涼
み
会・運
動
会
等
々
へ
の
保
護
者
の
積
極

的
参
加
や
い
ろ
い
ろ
な
保
護
者
会
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
す
。特
に
、毎
年
実
施
す
る
保

護
者
会
メ
イ
ン
行
事
の
バ
ザ
ー
は
〞し
ょ
う

よ
う
さ
い（
商
幼
祭
）〝と
名
称
を
変
え
、来

る
11
月
8
日（
土
）に
行
う
予
定
で
す
。よ

り
楽
し
い
集
い
の
場
に
し
よ
う
と
い
う
今
年

度
か
ら
の
新
企
画
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
商
大
附
属
幼
稚
園

　
今
、本
園
は
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
行
って

い
ま
す
。新
し
い
取
組
み
を
付
加
す
る
こ
と

に
気
を
と
ら
れ
、こ
れ
ら
の
取
組
み
の
成
果

が
虻
蜂
取
ら
ず
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
の
育
ち
に
ど
れ
だ
け
寄
与
し
て

い
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
点
検
を
常
に
行

い
、改
良
を
加
え
な
が
ら
の
実
践
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
園
舎
、園
庭
の
す
べ
て
の
場
所
が
園
児
の

育
ち
の
た
め
の
場
所
と
し
て
有
効
に
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
細
か
く

点
検
し
、幼
稚
園
の
す
べ
て
の
場
所
が
園
児

達
の
育
ち
の
楽
園
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

大
阪
商
業
大
学
附
属
幼
稚
園

　  

園
長
　
小
田
富
也

最
後
に
今
後
の
大
商
大
附
属
幼
稚
園
の
主
な
取
組
み
と
抱
負
を

小
田
園
長
に
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、紹
介
い
た
し
ま
す
。

69
kg

kg

上 ： 学長室での表敬訪問の様子
下 ： 左から植田監督、望月コーチ、新谷選手
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平成21年度からの募集定員

（男女 80名）

グローバル商大コース （男女120名）
進学デベロップコース （男女 40名）
プログレス国英コース
プログレス理数コース 
スポーツ専修コース （男子 40名）
デザイン美術コース （男女 40名）

※神戸ファッションコンテストの特選受賞者には例年、谷岡奨
学金正賞が付与されていましたが、今年は、コンテストの日程
遅延のために、規程で定められた期間内に申請できませんで
した。成績としては充分なものであり、上記の事情と考え合わ
せて、理事長特別賞が付与されることとなりました。

展示された先生方の作品

協定締結後に
矢田神戸市長と記念撮影

留学生の作品を
熱心に見入る
来場者の方々

奨学金の贈呈式で
謝辞を述べる

留学生

囲碁盤と碁石

演習農園での生徒による田植えの様子

コーラスの部１位の３年３組

弁論の部1位の
池中さん

JGSS国際シンポジウム
2008
去る6月7日（土）・8日（日）に日本版総合的社会調査

（Japanese General Social Surveys：JGSS）による
国際シンポジウムが大阪商業大学ユニバーシティホー
ル蒼天にて行われました。
谷岡一郎大阪商業大学学長による開会の言葉に
続いて、JGSS公開データを用いた優秀論文の報
告とプロジェクトメンバーによる論文の報告が行わ
れました。
8日は、JGSSが、中国・韓国・台湾の研究チームとと

もに実施した「東アジアの家族」の調査結果を基に、4
チームのメンバーとフロ
アーとの間で、活発な
議論が行われました。こ
の調査の結果は、シン
ポジウムに先立って、産
経新聞をはじめ、朝の
情報番組、ラジオでも
取り上げられ、中国・韓
国・台湾と比較して、日
本の父親の権威が目立
って低いことが話題にな
りました。

大阪商業大学JGSS研究
センターの設置
この度、文部科学省の委託事業である「人文学及
び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事
業」の採択を受け、その研究拠点として大阪商業大
学内に「大阪商業大学JGSS研究センター」が新た
に設置されました。
本事業は、大学に蓄積された人的・物質的資源を
活用し、国公私立大学を通じた共同研究の促進及
び研究者ネットワークの構築、並びに学術資料等の
共同利用の促進等、研究体制や研究基盤を強化す
ることが目的とされており、これまでのJGSSによる
研究実績並びに学内の支援体制の充実が高く評価
された結果となりました。

神戸市とのデザイン協定に
ついて
　平成20年４月17日（木）、神戸芸術工科大学と神戸
市が「『デザイン都市・神戸』の推進のための連携協力
に関する協定書」を締結しました。
午後１時から行われた調印式では同大学齊木崇人学

長と矢田立郎神戸市長が協定締結の意議をそれぞれ
の立場で説明された後、協定書への調印を行いました。
　この協定は、同大と神戸市がそれぞれの持つ人材

や知識、情報などの資源を活かして相互に協力するこ
とにより、神戸の新たな魅力と活力の創造と次代を担
う創造的な人材の育成に寄与することを目的としてい
ます。自治体と大学が「デザインと都市」に関しての包
括協定を締結するの
は全国でも初の試み
で、今後はこの協定に
基づき、「デザイン都
市・神戸」推進のため
の戦略的展開に大学
を挙げて取り組んでい
くことになります。

神戸芸工大留学生が
国際美術工芸協会作品展に出品
　神戸芸術工科大学の留学生後援会団体会員であ
る国際美術工芸協会主催の作品展が7月9日（水）・10
日（木）にホテルオークラ神戸で開催されました。
　同協会は平成元年の設立で神戸芸工大と同じく今
年で設立20周年を迎えます。同協会からは、美術工芸
の創作活動を通じた国際交流の一環として、同じ神戸
で芸術を学ぶ留学生への支援として、神戸芸工大に在
学する留学生に対して作品展への出品の機会をいた
だくとともに、奨励金をいただいています。今年は15名
の学生がファインアート（絵）や香立て、アクセサリーな
どの作品を出展し、そのうち10名に奨励金が授与され
ました。なお、9日に開催されたチャリティ講演会・演奏会
では、古筝奏者の伍芳（ウー・ファン）さんの演奏と芥川
賞作家の玄侑宗久（げんゆう・そうきゅう）さんの講演が
あり、300名を超える出席者で会場は大盛況でした。

視覚障害者向け囲碁盤が完成！
楽人29号のトピックスで大阪商業大学アミューズ
メント産業研究所が神戸芸術工科大学と共同で取
組むUGプロジェクト及びその取組みの一つである
視覚障害者用囲碁盤の開発について紹介しました
が、このたび、昨年4月から開発を進めてきたユニバ
ーサルデザインの考えに基づいた囲碁盤が完成し、
去る5月7日（水）に日本棋院において発表が行われ
ました。また発表に合わせ、視覚障害を持つ中丸仁
アマ六段とフランスのピエール・オーデュアル六段
の試験対局があり、熱戦が繰り広げられました。
このユニバーサル囲碁盤は、碁石の白黒の判別
は表面の突起で行い、盤の線上にも凹凸がついて
おり、これで空間を認識することができます。また
碁石の裏には小さなピンがついており、これをはめ
込むことで簡単に碁石を打つことも可能になりまし
た。しかも、簡単にずれることがないので、何度も碁
石や碁盤に触れながら考えたり、確認できるのも大
きな特徴です。
今回開発された囲碁盤は視覚障害者のために
様々な工夫が施されており、そのデザイン等の特殊
性により、実用新案登録を行っています。

平成20年度 谷岡奨学金
　平成20年3月25日（火）に谷岡奨学金贈呈式が執り
行われました。
　受賞者は以下のとおり。

理事長と受賞者による記念撮影大阪女子短大高
弁論・コーラス大会
平成20年6月13日（金）に大阪女子短期大学高等
学校恒例の弁論・コーラス大会が藤井寺市民文化
会館で開催されました。午前中が弁論の部、午後が
コーラスの部と二部に分かれて行われた同大会には
1年から３学年の全クラスの生徒が参加しました。
弁論の部はクラス代表による発表です。代表の選
出は、今年の主題（「現代社会に思うこと」または
「私の未来」）に基づいた論文を全員が作成、クラ
ス内で予選を行い、代表者が選抜されました。各代
表にはクラス全員から期待をこめた熱い声援が送ら
れていました。
午後に行われたコーラスの部は、曲の決定から発

表まで１ヶ月という短い期間ではありましたが、どの
クラスも全体練習を重ねた結果、完成度の高いコー
ラスに仕上げていました。また、どの生徒も歌い終わ
った後は、力を出し切った様子でとても満足した表
情でした。
結果について、弁論の部では「良い人間になるた
めに」を発表した３年２組池中円香さんが、コーラス
の部では「with you smile」を歌った３年３組がそれ
ぞれ１位を獲得しました。
なお同高校の教科「表現」における「コーラス」と
「生活の書道」は大阪府下の私立学校の優れた取
組みであるとして「平成18年度大阪府私立高等学校
等教育振興補助金（先導的モデル支援事業）」に採
択されています。また教科「表現」の授業は文部科
学省から、同様の理由により教育改革推進モデル事
業にも採択（平成18年度・19年度）されています。

大商大高グローバル
商大コースが共学になります。
大阪商業大学高等学校では、平成15年度よりコー

ス制を導入するとともに、デザイン美術コース（設置当
時はデザイン表現コース）で初めて女子生徒の受入れ
が開始されました。その後、平成16年度にはプログレス
国英・理数コースが共学となりました。続いて平成19年
度には、進学デベロップコースが共学として新設され、
現行の6コースのうち4コースが、共学となりました。
しかし、実態としては募集定員320名の半数にあたる
160名（グローバル商大コース120名・スポーツ専修コ
ース40名）は、依然として男子のみでした。そこで、本当
の意味での共学を目指し、昨年度に入りグローバル商
大コースの共学化について、委員会及び職員会議で検
討を重ねた結果、平成21年度よりグローバル商大コー
スにおいても、女子生徒の募集を開始し、共学とするこ
ととなりました。これにより、スポーツ専修コース以外、全
てのコースが共学となりました。
今後同校ではこれまで以上に共学であることを前面

に打ち出し、生徒募集を行っていくとともに、カリキュラ
ム面での見直し、施設設備面での改善などの検討が
行われる予定です。

三宮ミュージアムタワーに
神戸芸工大の教員の作品が
展示されています。
株式会社シスコ・アセット・マネジメントからの受託研
究をうけ、神戸芸術工科大学先端芸術学部造形表現
学科8名の教員が制作した金工や陶芸、ガラスなどの
作品10点が神戸市中央区のマンションの公開空地に
展示されています。
公開空地とは建築基準法を利用して生み出すオー

プンスペースの一種で、新築する建築物の周囲に、一
般に開放され歩行者が自由に通行したり利用したりでき
る空間と位置づけられています。受託研究チーム代表
の赤松武寛名誉教授は、「マンションに居住する人々
や近隣住民の散策空間として楽しく芸術性豊かなもの
にし、地域住環境の文化的要素を高める役割を担うも
のと位置づけ、神戸を芸術性豊かな街にしたい」と作品
を制作しました。また「街の中の小さなミュージアムが
人々の生活を潤すこととなれば」と話してくれました。

大阪女子短大 保健科を
人間健康学科に名称変更
大阪女子短期大学保健科では平成21年度より人
間健康学科と名称変更を行うとともに、新たに「アン
チ＆ウエルエイジングコース」が新設されます。
昭和33年に設置された同科では、これまで多くの
基礎的実践力と専門職業人としての実践力を持った
養護教諭や医療事務従事者等を社会に送り出してき
ました。
しかし、少子高齢社会及び生活の質的変化に伴う

健康志向の高まりと生活習慣病の増加等、社会環境
が大きく変化し、現在の生活変化に適応できる新た
な人材が求められている中、同科では人材養成上の
目的及び学生に修得させるべき能力等の教育目標を
見直し、教育課程の再編を行いました。
その結果、従来の「養護・保健コース」、「医療事
務・秘書コース」における学びの系に、身体、栄養、
精神衛生、健康管理、生活環境、文化の側面などの
観点から人間の健康について広く学び、加齢を肯定
的に捉えた上で、柔軟で元気な人間力を持った人材
を育成することを目的とした新たな学びの系として
「アンチ＆ウエルエイジングコース」を設置すること
となりました。
また、上記の「養護・保健コース」、「医療事務・
秘書コース」に「アンチ＆ウエルエイジングコース」を
加えた3つのコースに共通するキーワードが「人間を
対象とする」、「健康についての理解を深めそれを活
用する」という点から、学科名称についても新しい教
育内容をより端的に表現するための名称として「保
健科」から「人間健康学科」へ名称変更することと
し、平成20年4月15日付で名称変更に係る届出を行
いました。
これに伴い、新たな学びの系に対応するため、保

健科の入学定員を20名増員する（生活科学科食物栄
養専攻の入学定員を20名減員）収容定員変更に係る
届出も平成20年4月21日付で行われました。

大商大堺高で田植えが
行われました。
去る6月12日（木）に大阪商業大学堺高等学校で2年

生による田植えが校内にある演習農園（2,881┃ ）で行わ
れました。
今回の田植えは2年生の必修授業の「勤労教育」で
行われたものですが、農業高校や農芸科等を設置する
高等学校以外でこのような演習農園を持つ普通高校は
大変珍しく、実に同校では農耕を通しての心の教育を、
約30年にわたり実践し、同校教育の柱の一つになって
います。
今回参加した2年生のほとんどは初めての田植えのた

め、慣れない水田に足を取られながらも、１本、１本丁寧
に苗を植えていき、すべての苗が植えられたころには、泥
の田んぼが青 と々した苗が規則正しく並んだ水田となり
ました。
稲穂が頭を垂れ、黄金色になった秋には2年生全員で
刈り取り、脱穀し収穫します。そして11月には自然の恵み
や、先人の知恵に学び、感謝の心を表す学校行事とし
て、収穫感謝祭が開催されます。収穫した餅米でお餅を
つき、ぜんざいにして地域の方々に振舞うとともに、作物
を地域の方々に即売されています。
また、平成14年度からは、近隣の堺市立平岡小学校
の5年生の総合学習の場として、演習農園を提供し、7
年目に入りました。このような教育実践を通して地域に
開かれた学校としての取組みを行っています。

国際シンポジウムの様子

◎五百蔵　正和（ウエイトリフティング部）
　総合経営学部流通学科4年
　第53回全日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会
　69kg級　優勝
◎橋本　宏太（合気道部）
　総合経営学部経営学科３年
　第38回全日本学生合気道競技大会
　乱取個人戦　男子の部　優勝
○石井　秀治
　経済学部経済学科４年
　経済学検定試験
　　学生対抗戦　個人の部　2位
　　ERE　全国７位

大阪商業大学

○高橋　舞
　デザイン学部ファッションデザイン学科4年
　第39回毎日・DAS学生デザイン賞
　服飾部門　　部門賞
○札場　靖明
　デザイン学部ビジュアルデザイン学科3年
　神戸ビエンナーレ 2007 ユニバーサルデザイン
　ポスターコンペティション　最優秀賞
○奥平　桂子
　西山　広志
　大学院芸術工学研究科総合デザイン専攻１年
　第42回セントラル硝子国際建築設計競技　入選

神戸芸術工科大学

○籔野　あや   3年
　第44回全国学生書道展　
　高校の部　毎日新聞社賞

大阪女子短期大学高等学校

◎マークの学生・生徒・団体は正賞　
○マークの学生・生徒・団体は奨励賞
※学年は受賞時の学年

［理事長特別賞］

○花畑　江梨
　デザイン学部ファッションデザイン学科4年
　第34回神戸ファッションコンテスト2007
　レディースウェア部門　特選

神戸芸術工科大学
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平成21年度からの募集定員

（男女 80名）

グローバル商大コース （男女120名）
進学デベロップコース （男女 40名）
プログレス国英コース
プログレス理数コース 
スポーツ専修コース （男子 40名）
デザイン美術コース （男女 40名）

※神戸ファッションコンテストの特選受賞者には例年、谷岡奨
学金正賞が付与されていましたが、今年は、コンテストの日程
遅延のために、規程で定められた期間内に申請できませんで
した。成績としては充分なものであり、上記の事情と考え合わ
せて、理事長特別賞が付与されることとなりました。

展示された先生方の作品

協定締結後に
矢田神戸市長と記念撮影

留学生の作品を
熱心に見入る
来場者の方々

奨学金の贈呈式で
謝辞を述べる

留学生

囲碁盤と碁石

演習農園での生徒による田植えの様子

コーラスの部１位の３年３組

弁論の部1位の
池中さん

JGSS国際シンポジウム
2008
去る6月7日（土）・8日（日）に日本版総合的社会調査

（Japanese General Social Surveys：JGSS）による
国際シンポジウムが大阪商業大学ユニバーシティホー
ル蒼天にて行われました。
谷岡一郎大阪商業大学学長による開会の言葉に
続いて、JGSS公開データを用いた優秀論文の報
告とプロジェクトメンバーによる論文の報告が行わ
れました。
8日は、JGSSが、中国・韓国・台湾の研究チームとと

もに実施した「東アジアの家族」の調査結果を基に、4
チームのメンバーとフロ
アーとの間で、活発な
議論が行われました。こ
の調査の結果は、シン
ポジウムに先立って、産
経新聞をはじめ、朝の
情報番組、ラジオでも
取り上げられ、中国・韓
国・台湾と比較して、日
本の父親の権威が目立
って低いことが話題にな
りました。

大阪商業大学JGSS研究
センターの設置
この度、文部科学省の委託事業である「人文学及
び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事
業」の採択を受け、その研究拠点として大阪商業大
学内に「大阪商業大学JGSS研究センター」が新た
に設置されました。
本事業は、大学に蓄積された人的・物質的資源を
活用し、国公私立大学を通じた共同研究の促進及
び研究者ネットワークの構築、並びに学術資料等の
共同利用の促進等、研究体制や研究基盤を強化す
ることが目的とされており、これまでのJGSSによる
研究実績並びに学内の支援体制の充実が高く評価
された結果となりました。

神戸市とのデザイン協定に
ついて
　平成20年４月17日（木）、神戸芸術工科大学と神戸
市が「『デザイン都市・神戸』の推進のための連携協力
に関する協定書」を締結しました。
午後１時から行われた調印式では同大学齊木崇人学

長と矢田立郎神戸市長が協定締結の意議をそれぞれ
の立場で説明された後、協定書への調印を行いました。
　この協定は、同大と神戸市がそれぞれの持つ人材

や知識、情報などの資源を活かして相互に協力するこ
とにより、神戸の新たな魅力と活力の創造と次代を担
う創造的な人材の育成に寄与することを目的としてい
ます。自治体と大学が「デザインと都市」に関しての包
括協定を締結するの
は全国でも初の試み
で、今後はこの協定に
基づき、「デザイン都
市・神戸」推進のため
の戦略的展開に大学
を挙げて取り組んでい
くことになります。

神戸芸工大留学生が
国際美術工芸協会作品展に出品
　神戸芸術工科大学の留学生後援会団体会員であ
る国際美術工芸協会主催の作品展が7月9日（水）・10
日（木）にホテルオークラ神戸で開催されました。
　同協会は平成元年の設立で神戸芸工大と同じく今
年で設立20周年を迎えます。同協会からは、美術工芸
の創作活動を通じた国際交流の一環として、同じ神戸
で芸術を学ぶ留学生への支援として、神戸芸工大に在
学する留学生に対して作品展への出品の機会をいた
だくとともに、奨励金をいただいています。今年は15名
の学生がファインアート（絵）や香立て、アクセサリーな
どの作品を出展し、そのうち10名に奨励金が授与され
ました。なお、9日に開催されたチャリティ講演会・演奏会
では、古筝奏者の伍芳（ウー・ファン）さんの演奏と芥川
賞作家の玄侑宗久（げんゆう・そうきゅう）さんの講演が
あり、300名を超える出席者で会場は大盛況でした。

視覚障害者向け囲碁盤が完成！
楽人29号のトピックスで大阪商業大学アミューズ
メント産業研究所が神戸芸術工科大学と共同で取
組むUGプロジェクト及びその取組みの一つである
視覚障害者用囲碁盤の開発について紹介しました
が、このたび、昨年4月から開発を進めてきたユニバ
ーサルデザインの考えに基づいた囲碁盤が完成し、
去る5月7日（水）に日本棋院において発表が行われ
ました。また発表に合わせ、視覚障害を持つ中丸仁
アマ六段とフランスのピエール・オーデュアル六段
の試験対局があり、熱戦が繰り広げられました。
このユニバーサル囲碁盤は、碁石の白黒の判別
は表面の突起で行い、盤の線上にも凹凸がついて
おり、これで空間を認識することができます。また
碁石の裏には小さなピンがついており、これをはめ
込むことで簡単に碁石を打つことも可能になりまし
た。しかも、簡単にずれることがないので、何度も碁
石や碁盤に触れながら考えたり、確認できるのも大
きな特徴です。
今回開発された囲碁盤は視覚障害者のために
様々な工夫が施されており、そのデザイン等の特殊
性により、実用新案登録を行っています。

平成20年度 谷岡奨学金
　平成20年3月25日（火）に谷岡奨学金贈呈式が執り
行われました。
　受賞者は以下のとおり。

理事長と受賞者による記念撮影大阪女子短大高
弁論・コーラス大会
平成20年6月13日（金）に大阪女子短期大学高等
学校恒例の弁論・コーラス大会が藤井寺市民文化
会館で開催されました。午前中が弁論の部、午後が
コーラスの部と二部に分かれて行われた同大会には
1年から３学年の全クラスの生徒が参加しました。
弁論の部はクラス代表による発表です。代表の選
出は、今年の主題（「現代社会に思うこと」または
「私の未来」）に基づいた論文を全員が作成、クラ
ス内で予選を行い、代表者が選抜されました。各代
表にはクラス全員から期待をこめた熱い声援が送ら
れていました。
午後に行われたコーラスの部は、曲の決定から発

表まで１ヶ月という短い期間ではありましたが、どの
クラスも全体練習を重ねた結果、完成度の高いコー
ラスに仕上げていました。また、どの生徒も歌い終わ
った後は、力を出し切った様子でとても満足した表
情でした。
結果について、弁論の部では「良い人間になるた
めに」を発表した３年２組池中円香さんが、コーラス
の部では「with you smile」を歌った３年３組がそれ
ぞれ１位を獲得しました。
なお同高校の教科「表現」における「コーラス」と
「生活の書道」は大阪府下の私立学校の優れた取
組みであるとして「平成18年度大阪府私立高等学校
等教育振興補助金（先導的モデル支援事業）」に採
択されています。また教科「表現」の授業は文部科
学省から、同様の理由により教育改革推進モデル事
業にも採択（平成18年度・19年度）されています。

大商大高グローバル
商大コースが共学になります。
大阪商業大学高等学校では、平成15年度よりコー

ス制を導入するとともに、デザイン美術コース（設置当
時はデザイン表現コース）で初めて女子生徒の受入れ
が開始されました。その後、平成16年度にはプログレス
国英・理数コースが共学となりました。続いて平成19年
度には、進学デベロップコースが共学として新設され、
現行の6コースのうち4コースが、共学となりました。
しかし、実態としては募集定員320名の半数にあたる
160名（グローバル商大コース120名・スポーツ専修コ
ース40名）は、依然として男子のみでした。そこで、本当
の意味での共学を目指し、昨年度に入りグローバル商
大コースの共学化について、委員会及び職員会議で検
討を重ねた結果、平成21年度よりグローバル商大コー
スにおいても、女子生徒の募集を開始し、共学とするこ
ととなりました。これにより、スポーツ専修コース以外、全
てのコースが共学となりました。
今後同校ではこれまで以上に共学であることを前面

に打ち出し、生徒募集を行っていくとともに、カリキュラ
ム面での見直し、施設設備面での改善などの検討が
行われる予定です。

三宮ミュージアムタワーに
神戸芸工大の教員の作品が
展示されています。
株式会社シスコ・アセット・マネジメントからの受託研
究をうけ、神戸芸術工科大学先端芸術学部造形表現
学科8名の教員が制作した金工や陶芸、ガラスなどの
作品10点が神戸市中央区のマンションの公開空地に
展示されています。
公開空地とは建築基準法を利用して生み出すオー

プンスペースの一種で、新築する建築物の周囲に、一
般に開放され歩行者が自由に通行したり利用したりでき
る空間と位置づけられています。受託研究チーム代表
の赤松武寛名誉教授は、「マンションに居住する人々
や近隣住民の散策空間として楽しく芸術性豊かなもの
にし、地域住環境の文化的要素を高める役割を担うも
のと位置づけ、神戸を芸術性豊かな街にしたい」と作品
を制作しました。また「街の中の小さなミュージアムが
人々の生活を潤すこととなれば」と話してくれました。

大阪女子短大 保健科を
人間健康学科に名称変更
大阪女子短期大学保健科では平成21年度より人
間健康学科と名称変更を行うとともに、新たに「アン
チ＆ウエルエイジングコース」が新設されます。
昭和33年に設置された同科では、これまで多くの
基礎的実践力と専門職業人としての実践力を持った
養護教諭や医療事務従事者等を社会に送り出してき
ました。
しかし、少子高齢社会及び生活の質的変化に伴う

健康志向の高まりと生活習慣病の増加等、社会環境
が大きく変化し、現在の生活変化に適応できる新た
な人材が求められている中、同科では人材養成上の
目的及び学生に修得させるべき能力等の教育目標を
見直し、教育課程の再編を行いました。
その結果、従来の「養護・保健コース」、「医療事
務・秘書コース」における学びの系に、身体、栄養、
精神衛生、健康管理、生活環境、文化の側面などの
観点から人間の健康について広く学び、加齢を肯定
的に捉えた上で、柔軟で元気な人間力を持った人材
を育成することを目的とした新たな学びの系として
「アンチ＆ウエルエイジングコース」を設置すること
となりました。
また、上記の「養護・保健コース」、「医療事務・
秘書コース」に「アンチ＆ウエルエイジングコース」を
加えた3つのコースに共通するキーワードが「人間を
対象とする」、「健康についての理解を深めそれを活
用する」という点から、学科名称についても新しい教
育内容をより端的に表現するための名称として「保
健科」から「人間健康学科」へ名称変更することと
し、平成20年4月15日付で名称変更に係る届出を行
いました。
これに伴い、新たな学びの系に対応するため、保

健科の入学定員を20名増員する（生活科学科食物栄
養専攻の入学定員を20名減員）収容定員変更に係る
届出も平成20年4月21日付で行われました。

大商大堺高で田植えが
行われました。
去る6月12日（木）に大阪商業大学堺高等学校で2年
生による田植えが校内にある演習農園（2,881┃ ）で行わ
れました。
今回の田植えは2年生の必修授業の「勤労教育」で
行われたものですが、農業高校や農芸科等を設置する
高等学校以外でこのような演習農園を持つ普通高校は
大変珍しく、実に同校では農耕を通しての心の教育を、
約30年にわたり実践し、同校教育の柱の一つになって
います。
今回参加した2年生のほとんどは初めての田植えのた

め、慣れない水田に足を取られながらも、１本、１本丁寧
に苗を植えていき、すべての苗が植えられたころには、泥
の田んぼが青 と々した苗が規則正しく並んだ水田となり
ました。
稲穂が頭を垂れ、黄金色になった秋には2年生全員で
刈り取り、脱穀し収穫します。そして11月には自然の恵み
や、先人の知恵に学び、感謝の心を表す学校行事とし
て、収穫感謝祭が開催されます。収穫した餅米でお餅を
つき、ぜんざいにして地域の方々に振舞うとともに、作物
を地域の方々に即売されています。
また、平成14年度からは、近隣の堺市立平岡小学校
の5年生の総合学習の場として、演習農園を提供し、7
年目に入りました。このような教育実践を通して地域に
開かれた学校としての取組みを行っています。

国際シンポジウムの様子

◎五百蔵　正和（ウエイトリフティング部）
　総合経営学部流通学科4年
　第53回全日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会
　69kg級　優勝
◎橋本　宏太（合気道部）
　総合経営学部経営学科３年
　第38回全日本学生合気道競技大会
　乱取個人戦　男子の部　優勝
○石井　秀治
　経済学部経済学科４年
　経済学検定試験
　　学生対抗戦　個人の部　2位
　　ERE　全国７位

大阪商業大学

○高橋　舞
　デザイン学部ファッションデザイン学科4年
　第39回毎日・DAS学生デザイン賞
　服飾部門　　部門賞
○札場　靖明
　デザイン学部ビジュアルデザイン学科3年
　神戸ビエンナーレ 2007 ユニバーサルデザイン
　ポスターコンペティション　最優秀賞
○奥平　桂子
　西山　広志
　大学院芸術工学研究科総合デザイン専攻１年
　第42回セントラル硝子国際建築設計競技　入選

神戸芸術工科大学

○籔野　あや   3年
　第44回全国学生書道展　
　高校の部　毎日新聞社賞

大阪女子短期大学高等学校

◎マークの学生・生徒・団体は正賞　
○マークの学生・生徒・団体は奨励賞
※学年は受賞時の学年

［理事長特別賞］

○花畑　江梨
　デザイン学部ファッションデザイン学科4年
　第34回神戸ファッションコンテスト2007
　レディースウェア部門　特選

神戸芸術工科大学
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決算の主な概要

（１）資金収支計算書
　収入の部では学生生徒納付金等収入が83億5,720万円と前年度とほぼ同規模の収入となりました。私立大学等経常費補助金等の国庫補
助金収入及び地方公共団体補助金収入の補助金交付額合計が13億4,070万円となり、前年対比１億96万円の増加となりました。資産運用収
入では、主に資金運用によって、受取利息配当金が増加し、前年対比で3,812万円増加しました。また、資産売却収入は国債等の満期償還によ
り、合計7億円となりました。
　支出の部では人件費が59億4,401万円と前年対比で1億7,239万円の増加となりました。管理経費は、10億782万円で主に支払報酬手数
料9,774万円（耐震診断費用5,948万円含）が増加しました。施設及び設備関係支出では主に神戸芸術工科大学においてクリエイティブセンタ
ーの建設を行いましたが、前年度の様に大規模な校舎新築工事等が無かったことから、前年対比では、12億5,862万円の減少となり、合計7億
5,769万円の支出となりました。結果、次年度への繰越支払資金は67億7,880万円となりました。

（２）消費収支計算書
　収入の部では、帰属収入合計104億7,683万円で、前年度とほぼ同規模の収入となりました。基本金組入れについては、監査法人の指導により、
当該年度の施設・設備に係る固定資産への第1号基本金組入と前年度決算における基本金操延額（8億1,154万円）を今回の決算において全て相
殺を行うこととなり、結果、1億3,711万円の基本金組入額と致しました。従って、消費収入の部合計は103億3,971万円となりました。  
　支出の部では、資産処分差額において、教育研究用機器備品の廃棄及び図書の除却等が有りましたが、土地・建物の資産処分差額が大きく出た前
年度と比べると7億9,305万円の減少となりました。結果、支出の部合計は99億6,536万円となり、当該年度の消費収入超過額は3億7,435万円
となりました。  

（単位 ： 円 ）（単位 ： 円 ） （単位 ： 円 ）

△はマイナスを意味します。

※ 本消費収支内訳表については学園ホームページには掲載いたしません。

■ 収 入 の 部■ 収 入 の 部
科  　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

決　  算
8,357,206,000
128,941,902
17,708,770

1,340,709,706
163,041,998
700,000,000
128,437,175
321,064,634
989,246,600
783,411,501
1,311,558,884
7,126,375,023
18,744,584,425

（単位 ： 円 ）■ 支 出 の 部
科  　目

人 件 費 支 出
教育研究経費支出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

決　  算
5,944,015,325
1,860,853,461
1,007,822,986
3,515,021
29,250,000
472,195,561
285,494,517
1,314,027,367
1,585,504,105
536,901,099
6,778,807,181
18,744,584,425

（単位 ： 円 ）

△はマイナスを意味します。

■ 収 入 の 部
科  　目

学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

決　  算
8,357,206,000
128,941,902
31,293,684

1,340,709,706
163,041,998
2,135,307

128,437,175
325,064,314

10,476,830,086
137,116,680

10,339,713,406

（単位 ： 円 ）■ 支 出 の 部
科  　目

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴収不能引当金繰入額
消費支出の部合計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

決　  算
5,893,586,358
2,917,413,477
1,118,935,573
3,515,021
28,210,062
3,702,008

9,965,362,499
374,350,907
4,613,187,727
4,238,836,820△

△
△

△はマイナスを意味します。

△はマイナスを意味します。

 
 
 
有形固定資産
　　土地・建物・構築物 
　　機器備品・図書・その他 
その他の固定資産 
   　収益事業元入金・貸付金等 
　　退職給与・減価償却引当特定資産等 
 
        現金預金・有価証券等 
        前払金・修学旅行費等預り資産等 

 
 

長期借入金 
退職給与引当金等 
 
短期借入金 
未払金・前受金・預り金等 
 
 
 

第１号基本金 
第２号基本金 
第３号基本金 
第４号基本金 
 

 

翌年度繰越消費支出超過額 
消費収支差額の部合計 
 
 

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

4,848,683,600
75,096,930
6,844,504

267,124,400
95,752,718

0
29,203,635
49,840,225

5,372,546,012
△　53,243,620
5,319,302,392

消費収支計算書は、当該会計年度の帰属収入、基本金組入額、消費収入及び消
費支出の内容並びに消費収支の均衡状態を示すものです。

学校法人の負債とならない収入で、学生生徒等納付金、手数料、寄
付金、補助金、資産運用収入、雑収入等が含まれます。

学校法人の永続的維持に必要な資産を継続的に保持するために、
維持すべきものとして帰属収入のうちから組入れた金額です。

教育・研究その他の諸活動に対応して消費した財貨と用役の額を
示したもので人件費、教育研究経費、管理経費等が含まれます。

■ 帰属収入

■ 基本金組入額

■ 消費支出

2．消費収支計算書について

資金収支計算書は、当該会計年度の教育・研究その他の対応するすべての収支
内容並びに次年度繰越支払資金を明らかにしたものです。

1．資金収支計算書について
貸借対照表は、平成20年3月31日現在の財政状況

を示しています。

3．貸借対照表について

資 金 収 支 計 算 書
平成19年4月1日から平成20年3月31日まで

消費収支内訳表は学園が設置する学校ごとの収入・支出の内訳を示しています。

4．消費収支内訳表について

消 費 収 支 内 訳 表
平成19年4月1日から平成20年3月31日まで

貸 借 対 照 表
平成20年 3月31日

消 費 収 支 計 算 書
平成19年4月1日から平成20年3月31日まで

学校法人谷岡学園収支計算書 平成19年度決算
平成19年度の資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照表及び消費収支内訳表は次のとおりです。

 
本  年  度  末  
52,003,951,390
41,556,783,419
36,668,447,788
4,888,335,631
 10,447,167,971
5,660,789,847
4,786,378,124
7,523,959,442
7,296,494,390
227,465,052

59,527,910,832
 

本  年  度  末  
2,601,312,648
229,750,000
2,371,562,648
1,632,107,771
29,250,000

1,602,857,771
4,233,420,419

 

本  年  度  末  
58,683,327,233

0
200,000,000
650,000,000

59,533,327,233
 

本  年  度  末  
 4,238,836,820
△4,238,836,820
本  年  度  末  
 59,527,910,832

■ 資  産  の  部

■ 負  債  の  部

■ 基  本  金  の  部

■ 消  費  収  支  差  額  の  部 

固　定　資　産

固　定　負　債

流　動　負　債

流　動　資　産

資  産  の  部  合  計 

負  債  の  部  合  計

基  本  金  の  部  合  計

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

科           目

科           目

科           目

科           目

科           目

大阪商業大学

2,231,785,000
23,814,522
23,047,232
349,810,170
28,849,153
2,135,307
66,262,430
59,292,569

2,784,996,383
△　38,718,660
2,746,277,723

神戸芸術工科大学

737,574,900
9,584,000
753,948

110,129,134
3,844,722

0
14,029,425
1,352,015

877,268,144
△　5,920,710
871,347,434

大阪女子短期大学

359,398,500
14,883,850

0
386,167,700
2,238,273

0
98,510

68,186,754
830,973,587

△　16,371,616
814,601,971

大阪商業大学
高等学校

148,809,200
5,143,600

0
183,096,102
4,395,133

0
229,230

50,467,755
392,141,020
△　5,852,657
386,288,363

大阪女子短期大学
高等学校

30,954,800
189,000
648,000

44,382,200
105,847

0
2,975,880
176,000

79,431,727
△　4,630,175
74,801,552

大阪商業大学
附属幼稚園科  目

 部  門

■ 支 出 の 部

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能額
消費支出の部合計

2,245,235,309
1,392,885,782
447,579,044

 0
5,854,299

 15,050
4,091,569,484

1,503,165,779
839,188,200
270,469,972

 0
14,865,116

 0
2,627,689,067

大阪商業大学 神戸芸術工科大学

657,396,137
350,658,854
105,184,361

0
3,348,201

0
1,116,587,553

大阪女子短期大学

736,937,922
189,219,125
30,209,929

0
279,418
173,000

956,819,394

392,271,533
125,822,206
28,896,601

0
1,916,329

0
548,906,669

76,781,539
19,613,131
3,125,388
1,568,250

0
0

101,088,308

大阪商業大学
高等学校

大阪女子短期大学
高等学校

大阪商業大学
附属幼稚園科  目

 部  門
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決算の主な概要

（１）資金収支計算書
　収入の部では学生生徒納付金等収入が83億5,720万円と前年度とほぼ同規模の収入となりました。私立大学等経常費補助金等の国庫補
助金収入及び地方公共団体補助金収入の補助金交付額合計が13億4,070万円となり、前年対比１億96万円の増加となりました。資産運用収
入では、主に資金運用によって、受取利息配当金が増加し、前年対比で3,812万円増加しました。また、資産売却収入は国債等の満期償還によ
り、合計7億円となりました。
　支出の部では人件費が59億4,401万円と前年対比で1億7,239万円の増加となりました。管理経費は、10億782万円で主に支払報酬手数
料9,774万円（耐震診断費用5,948万円含）が増加しました。施設及び設備関係支出では主に神戸芸術工科大学においてクリエイティブセンタ
ーの建設を行いましたが、前年度の様に大規模な校舎新築工事等が無かったことから、前年対比では、12億5,862万円の減少となり、合計7億
5,769万円の支出となりました。結果、次年度への繰越支払資金は67億7,880万円となりました。

（２）消費収支計算書
　収入の部では、帰属収入合計104億7,683万円で、前年度とほぼ同規模の収入となりました。基本金組入れについては、監査法人の指導により、
当該年度の施設・設備に係る固定資産への第1号基本金組入と前年度決算における基本金操延額（8億1,154万円）を今回の決算において全て相
殺を行うこととなり、結果、1億3,711万円の基本金組入額と致しました。従って、消費収入の部合計は103億3,971万円となりました。  
　支出の部では、資産処分差額において、教育研究用機器備品の廃棄及び図書の除却等が有りましたが、土地・建物の資産処分差額が大きく出た前
年度と比べると7億9,305万円の減少となりました。結果、支出の部合計は99億6,536万円となり、当該年度の消費収入超過額は3億7,435万円
となりました。  

（単位 ： 円 ） （単位 ： 円 ）

△はマイナスを意味します。

■ 収 入 の 部
科  　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

決　  算
8,357,206,000
128,941,902
17,708,770

1,340,709,706
163,041,998
700,000,000
128,437,175
321,064,634
989,246,600
783,411,501
1,311,558,884
7,126,375,023
18,744,584,425

（単位 ： 円 ）■ 支 出 の 部
科  　目

人 件 費 支 出
教育研究経費支出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

決　  算
5,944,015,325
1,860,853,461
1,007,822,986
3,515,021
29,250,000
472,195,561
285,494,517
1,314,027,367
1,585,504,105
536,901,099
6,778,807,181
18,744,584,425

（単位 ： 円 ）

△はマイナスを意味します。

■ 収 入 の 部
科  　目

学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

決　  算
8,357,206,000
128,941,902
31,293,684

1,340,709,706
163,041,998
2,135,307

128,437,175
325,064,314

10,476,830,086
137,116,680

10,339,713,406

（単位 ： 円 ）■ 支 出 の 部
科  　目

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴収不能引当金繰入額
消費支出の部合計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

決　  算
5,893,586,358
2,917,413,477
1,118,935,573
3,515,021
28,210,062
3,702,008

9,965,362,499
374,350,907
4,613,187,727
4,238,836,820△

△
△

△はマイナスを意味します。

 
 
 
有形固定資産
　　土地・建物・構築物 
　　機器備品・図書・その他 
その他の固定資産 
   　収益事業元入金・貸付金等 
　　退職給与・減価償却引当特定資産等 
 
        現金預金・有価証券等 
        前払金・修学旅行費等預り資産等 

 
 

長期借入金 
退職給与引当金等 
 
短期借入金 
未払金・前受金・預り金等 
 
 
 

第１号基本金 
第２号基本金 
第３号基本金 
第４号基本金 
 

 

翌年度繰越消費支出超過額 
消費収支差額の部合計 
 
 

消費収支計算書は、当該会計年度の帰属収入、基本金組入額、消費収入及び消
費支出の内容並びに消費収支の均衡状態を示すものです。

学校法人の負債とならない収入で、学生生徒等納付金、手数料、寄
付金、補助金、資産運用収入、雑収入等が含まれます。

学校法人の永続的維持に必要な資産を継続的に保持するために、
維持すべきものとして帰属収入のうちから組入れた金額です。

教育・研究その他の諸活動に対応して消費した財貨と用役の額を
示したもので人件費、教育研究経費、管理経費等が含まれます。

■ 帰属収入

■ 基本金組入額

■ 消費支出

2．消費収支計算書について

資金収支計算書は、当該会計年度の教育・研究その他の対応するすべての収支
内容並びに次年度繰越支払資金を明らかにしたものです。

1．資金収支計算書について
貸借対照表は、平成20年3月31日現在の財政状況

を示しています。

3．貸借対照表について

資 金 収 支 計 算 書
平成19年4月1日から平成20年3月31日まで

貸 借 対 照 表
平成20年 3月31日

消 費 収 支 計 算 書
平成19年4月1日から平成20年3月31日まで

学校法人谷岡学園収支計算書 平成19年度決算
平成19年度の資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照表及び消費収支内訳表は次のとおりです。

 
本  年  度  末  
52,003,951,390
41,556,783,419
36,668,447,788
4,888,335,631
 10,447,167,971
5,660,789,847
4,786,378,124
7,523,959,442
7,296,494,390
227,465,052

59,527,910,832
 

本  年  度  末  
2,601,312,648
229,750,000
2,371,562,648
1,632,107,771
29,250,000

1,602,857,771
4,233,420,419

 

本  年  度  末  
58,683,327,233

0
200,000,000
650,000,000

59,533,327,233
 

本  年  度  末  
 4,238,836,820
△4,238,836,820
本  年  度  末  
 59,527,910,832

■ 資  産  の  部

■ 負  債  の  部

■ 基  本  金  の  部

■ 消  費  収  支  差  額  の  部 

固　定　資　産

固　定　負　債

流　動　負　債

流　動　資　産

資  産  の  部  合  計 

負  債  の  部  合  計

基  本  金  の  部  合  計

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

科           目

科           目

科           目

科           目

科           目
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大阪商業大学・大学院
神戸芸術工科大学・大学院
大阪女子短期大学
大阪女子短期大学高等学校
大阪商業大学高等学校
大阪商業大学附属幼稚園

http://ouc.daishodai.ac.jp/
http://www.kobe-du.ac.jp/
http://www.owjc.jp/
http://www.osakajyosi-h.ed.jp/
http://www.daishodai-h.ed.jp/
http://www.shodai-kids.ed.jp/

学校法人　谷岡学園 Phone:06-6781-0385
大阪商業大学堺高等学校 http://www.shodaisakai.ac.jp/
学校法人　清陵学園 Phone:072-278-2252

中京女子大学・大学院
中京女子大学短期大学部
至学館高等学校
中京女子大学附属幼稚園

http://www.chujo-u.ac.jp/
http://www.chujo-u.ac.jp/
http://www.shigakukan-h.ed.jp/
Phone:0562-46-1294

学校法人　中京女子大学 Phone:0562-46-1291

姉妹法人

編集後記

　学校法人谷岡学園（以下「本学園」という。）では、個人情報の重要性を認識し、これを保護するとともに、「個人情報の保護に
関する法律」に沿って、適切に管理し、利用します。
　また、本学園は、保有する個人情報に対して、必要かつ適切な安全管理措置を講じ、個人情報の漏洩、滅失、毀損等を防ぐよ
う努めます。
個人情報取扱業者の名称及び氏名： 学校法人谷岡学園　理事長　谷岡一郎
個人情報の取扱いについての問合せ窓口
学校法人谷岡学園　法人本部　総務課　個人情報取扱係　　電話：06-6781-0384

本学園における個人情報の取扱いについて

■ 各設置校の主な予定

　今年の４月に採用され、総務課に配属後約３ヶ月半の日 が々過ぎました。この間、法人本部総
務課という部署柄もあるのですが、印鑑及び押印に触れる機会が非常に多いなあと感じました。
　その端的な例として、各設置校から提出される稟議書があります。決裁が終わり、確認すると
起案者に始まり、課室の所属長、サブ・マネジャー（場合によっては、園長、校長、学長等）、関係
各部署の了知の印、事務局長、総務課担当者印、総務課長、法人本部長、理事長決裁の場
合は、理事長の印と、多数の印が押してあります。
　さて、印鑑といえばすぐに思いつくのはシャチハタの印鑑です。この間、ＴＶ番組を見ていた時、
当時のシャチハタの社長がスタンプ台のいらない便利な印鑑を作ろうとしたそうです。しかしなが
ら、社員は主力であるスタンプ台が売れなくなると反対したようですが、開発に踏み切ったそうで
す。そう、それが、今の私たちが普段使っている便利な印鑑である「Ｘスタンパー」いわゆるシャチ
ハタ印鑑です。ちなみに名前のシャチハタですが、名古屋の会社らしく名古屋城の金の鯱と旗
から組み合わせた名称とのこと。
　私はと言えば、稟議書の内容の精査を終えて、自分の印鑑を押す際は、少なからず緊張してい
ます。まだまだ勉強中ですので、設置校の皆様にはご迷惑をお掛けしておりますが、自信を持って
印鑑を押せる仕事をしてゆきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。
　余談ですが、シャチハタの既製品には私の苗字の印鑑がないため特注しており、お値段が高
くついてしまうのが困りものです。

※各行事等の詳細については各校のＨＰにてご確認ください。

8/3（日）

8/10（日）
8/16（土）～8/17(日)
8/23（土）

8/24（日）～8/25（月）
8/27（水）～8/28（木）
8/29（金）
8/30（土）
9/3（水）
9/6（土）
9/6（土）～9/7（日）
9/7（日）
9/13（土）

9/14（日）
9/15（月）

9/17（水）
9/19（金）～9/20（土）
9/19（金）
9/20（土）

9/20（土）～9/21(日)
9/21（日）

9/21（日）～9/22（月）
9/23（火）
9/24（水）
9/25（木）
9/26（金）～9/27（土）
9/27（土）
9/28（日）
9/29（月）
10/4（土）

10/5（日）

10/5（日）～10/15（水）
10/18（土）～10/19(日)

10/19（日）
10/23（木）～11/20（木）
10/24（金）
10/24（金）～10/26(日)
10/25（土）

10/25（土）～10/26(日)
11/1（土）
11/1（土）～11/3（月）
11/3（月）～11/4（火）
11/8（土）～11/9(日)

11/9（日）
11/13（木）
11/15（土）
11/22（土）

11/23（日）
11/26（水）
11/26（水）～12/5（金）
11/30（日）

・地域子育て支援研究所研究会
　「親子で学ぶオイルマッサージ」［大阪女子短大］
・企業教育研究会［大商大］
・大阪私立学校展［天満橋OMMビル］
・AO入試｡ 期１次審査［中女大］
・AO入試｡ 期審査［中女大短大部］
・AO入試2次面談日［大阪女子短大］
・体験入学［至学館高］
・みんなの広場（地域交流）［中女大附属幼稚園］
・園庭開放［大商大附属幼稚園］
・入園説明会［大商大附属幼稚園］
・夕涼会［大商大附属幼稚園］
・AO入試１次事前面談［大商大］
・スライドカルチャー［大商大］
・AO入試後期面談日［芸工大］
・入園説明会［大商大附属幼稚園］
・スライドカルチャー［大商大］
・AO入試｡ 期2次審査［中女大］
・AO入試｢ 期審査［中女大短大部］
・入園説明会［大商大附属幼稚園］
・AO入試3次面談日［大阪女子短大］
・前期学位記授与式［大商大］
・園庭開放［大商大附属幼稚園］
・大学院入試（秋期）［大商大］
・大学院入試（A日程）［芸工大］
・史跡見学バスツアー［河内の郷土文化サークルセンター］
・緑涼祭［大阪女子短大高校］
・AO入試｢ 期１次審査［中女大］
・スライドカルチャー［大商大］
・文化祭［大商大堺高］
・大学院入試｡ 期［中女大］
・園長と考える子育てサロン［大商大附属幼稚園］
・前期学位記授与式・大学院後期入学式［芸工大］
・文化祭［至学館高］
・前期学位記授与式［大阪女子短大］
・スライドカルチャー［大商大］
・子育て講座［中女大附属幼稚園］
・AO入試｢ 期二次審査［中女大］
・AO入試｣ 期審査［中女大短大部］
・文化祭［大商大高］
・指定校推薦選考他［大阪女子短大］
・スウェーデンコマ割り漫画展［芸工大］
・芸工祭［芸工大］
・大学祭［中女大/中女大短大部］
・指定校推薦入試・専攻科入試［大商大］
・ギャラリー企画展「装幀、装画。造本の宇宙。」［芸工大］
・大商大ビジネス・アイディアコンテストファイナルプレゼンテーション
・御厨祭［大商大］
・3年次編入試験｢ 期［中女大］
・オープンスクール in 至学館［至学館高］
・あきまつり［中女大附属幼稚園］
・公募制推薦選考｡ 期［大阪女子短大］
・大学院総合プロジェクト発表会［芸工大］
・推薦入試｡ 期 他［中女大/短大部］
・推薦入試（前期）［芸工大］
・前期公募推薦入試 他［大商大］
・虹色祭［大阪女子短大］
・バザー［大商大附属幼稚園］
・子育て講座［中女大附属幼稚園］
・20周年記念行事［芸工大］
・AO入試2次事前面談［大商大］
・収穫感謝祭・保護者会バザー［大商大堺高］
・AO入試4次面談日［大阪女子短大］
・園長と考える子育てサロン［大商大附属幼稚園］
・Inversion大学院修士作品展［芸工大］
・学園創立80周年記念式典
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●各校のオープンキャンパス等の日程
大商大 8/10、8/31、9/14 芸工大 8/2、8/3、8/24、9/28
大阪女子短大 8/8、8/9、8/23、9/7 大商大高 8/23、10/25
大阪女子短大高 9/13、10/11、11/15 大商大堺高 9/27、10/25
中京女子大 8/2、8/16、9/20
※神戸芸工大は8/10にミニオープンキャンパスを行います。

●大商大　公開講座
地域産業振興論　※いずれも木曜日
10/16、10/23、10/30、11/ 6、11/13、11/20、11/27
大学院　ビジネス研究講座　於　サテライトキャンパス
10/29（水）、11/ 4（火）、11/14（金）、11/18（火）、11/26（水）、12/ 2（火）

クオリティ・オブ・ライフ

（禁煙治療の為の標準手順書第3版より）

問1.　自分が吸うつもりよりも、ずっと多くのタバコを吸ってしまうことがありましたか。
問2.　禁煙や本数を減らそうと試みて、できなかったことがありましたか。
問3.　禁煙したり本数を減らそうとしたときに、タバコがほしくてほしくてたまらなくな

ることがありましたか。
問4.　禁煙したり本数を減らしたときに、次のどれかがありましたか。（イライラ、神経質

、落ち着かない、集中しにくい、ゆううつ、頭痛、眠気、胃のむかつき、脈が遅い、手
のふるえ、食欲または体重増加）

問5.　問4でうかがった症状を消すために、またタバコを吸い始めることがありましたか。
問6.　重い病気にかかったときに、タバコはよくないとわかっているのに吸うことがあり

ましたか。
問7.　タバコのために自分に健康問題が起きているとわかっていても、吸うことがあり

ましたか。
問8.　タバコのために自分に精神的問題が起きているとわかっていても、吸うことがあ

りましたか。
問9.　自分はタバコに依存していると感じることがありましたか。
問10.  タバコが吸えないような仕事やつきあいを避けることが何度かありましたか。

大阪商業大学 産業医

はい
1点

いいえ
0点

今日今日の禁煙治療の禁煙治療今日の禁煙治療

ニコチン依存症のスクリーニング「ＴＤＳ」について

合計

●各高校入試説明会日程
大商大高 11/8、11/22、12/6 大阪女子短大高 11/22、12/7、12/13
大商大堺高 11/15、11/29、12/6 至学館高 11/1、11/16、11/30




